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本文
図表
カラー

図表
モノクロ

1 巻頭言 病院長 荒木　康之 2 2

2 図説 放射線科 浦島　正喜 感染性心内膜炎合併症の診断；CT,MRIの役割 14 7 7

3 図説 病理診断科 守都　敏晃 分子標的治療と病理診断 12 5 7

4 序論 薬剤部 開　浩一 3 3

5 特集 脳神経内科 山脇　健盛 パーキンソン病薬物療法の進歩 12 7 1 4

6 特集 泌尿器科 平田　武志 前立腺癌に対する薬物治療の進歩 9 6 3

7 特集 精神科 権　淳嗣 不眠は万病のもと-不眠のシステムとオレキシン受容体拮抗薬- 10 6 4

8 特集 乳腺外科 金　敬徳
HER2陽性進行・再発乳癌に対するTrastuzumab+Pertuzumab+Vinorelbineの有
用性と安全性の検討 9 5 2 2

9 特集 薬剤部 水上　皓喜 多発性骨髄腫に対する薬剤管理の重要性について 5 5

10 特集 眼科 古川　真二郎 眼科領域における抗VEGF治療 8 6 2

11 一般 研修部 小川　友香理 成人では稀な起炎菌が検出された細菌性髄膜炎の一例 7 5 1 1

12 一般
看護部

緩和ケア科
井上　智恵

がん患者に対する苦痛スクリーニングの分析-入院目的別のつらさ・ニードの
特徴- 14 10 1 3

13 ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞ 外科 松本　聖 非常に稀な悪性腹膜中皮腫の治療方針 4 3 1

14 ベストレジデント 世良　武大 耳鼻咽喉科を初診したFisher症候群の２例 10 7 3

19 抄録 7 7

20 業績集 75

21 編集後記 1 1

22 その他 投稿規定・奥付 2 2

204 87 32 10

※空欄を多く含む頁、図表のサイズなどもあるため編集後は150頁前後となる見込み


